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 本論丈はフラバノンを相当するカルコンから不齊合成を行う目的で研究に着手し,その結果不
 齊合成の麟的を達しなかったが,その途中に於て興味ある新事実を見出した.先ずオキシカルコ
 ン合成の目的で2一オキシー4,6ヂメチルアセトァ蓋ノンと吻一ニトロベンツアルデヒドを常法に
 より水酸化ナトリウムの存在にて縮合した処低収量(14%)でフラバノン誘導体を得るのみで所
 期のカルコンを得なかった.縮合剤を種々変化した結果水酸化バリウムを用い好収量でニトロカ
 ルコンを得ることを知り,その応用範囲を検討した結果%レとかニトロベンツアルデヒドを
 種、々の2なオキシアセトフェノンを縮合するとき水酸化ナトリウムを用い樹脂化を伴い収量低下
 する場合には之に代る方法であることを報告した,このニトロカルコンをアルカリの代りにブル
 シンを用いて閉環してもうセミ体のみを樽た.5,匹ジメチルー3仁ニトロフラバノンを還元したア
 ミノフラバノンを3な(β一カルボキシフロピオアミノ)フラバノンとしシンコニジン塩として光学
 分割を行った.
 更に6一カルボキシメチルフラバノンを新に合成し,これも同様にシンコニジン塩の分朋再結晶
 により光学活性体に分割し得ることを報告した.
 次にフラバノンのカルボキシメチル誘導体を合成する1要1的で先ずフラバノンのク庸ルメチル化
 を研究した.フラボンのクロルメチル化を参考としてフラバノンと5,7ジメチルフラバノンの
 氷酢酸溶液にクロルメチルエーテルを反応して3一クロルメチル7ラバノンの生成を確認したが
 5,7一ジメチルー3〆一メトオキシフラバノンのクロルメチル化はその3位にグロルメチルの導入さ
 れたものが予期されたが実験の結果は予期に反して6位は8位に導入されたと予想もされる結果
 を得た.しかしグロルメチル誘導体をカルボキシメチルに変化する試みは成功せず,故にカルボ
 キシメチル基を有する7ラバノンはかオキシアセトフェノンにカルボキシメチルを先ず導入し
 次に芳香族アルデヒドを縮合する方法によらねばならぬと報告した.
 以.ヒの主論文はフラボノイドの合成研究に一指針を与える点に於て認むべき業績と考えられる
 か,更にこの著者の研究は今少しく実験例を多くしてその結論に確実な根拠を与えることが望ま
 しい.
 しかし以上の論文から判断しても松岡敬一郎は新制大学院修了による理学博坐の学位を受くる
 資格はあるものと制定した.
 嚢
、
羅
『
織 “
 畿、“
i“
■r
■■
す■
 ■『
『
 一55一
